平成23年度当初予算　　　支出科目　款：警察費　項：警察活動費　目：一般警察活動費
	事業名: 警察教養費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

　　　　　　　　　　　　　　　　　警察本部　警務部　教養課　電話番号：058-271-2424（内2711）

　　　　　　　　　　　　　　　    E-mail：c18875@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：6,184千円（前年度予算額：6,184千円）

	事業内容


	１　事業の内容


警察職員の職場教養・学校教養、術科訓練、各種術科大会等に要する経費
　
　
	２　所要経費


警察職員の職場教養・学校教養、術科訓練、各種術科大会等に要する経費

（１）警察職員の職場教養・学校教養に要する経費        1,661千円
（２）警察職員の術科訓練に要する経費                  4,039千円
（３）各種術科大会の開催に要する経費                    484千円
	　これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
　　４　犯罪や暴力、事故のない地域をつくる
・　現場を想定したロールプレイング方式による実戦的総合訓練や現場対応能力を向上させるための集中的な術科訓練を実施する
      ・　現場における実務を通じた教養を実施する
	２　これまでの取組状況


（１）職場教養

大量退職・大量採用期の中にあって、現場執行力の低下が懸念されることから、特に若手警察官を対象とした実戦的総合訓練、経験豊富な先輩・警察官OBによる伝承教養等を推進して実務能力の向上を図り、また、各階級の職員に対し規範意識を醸成する職務倫理教養を実施している。
（２）術科教養
　　　教養課術科指導室員及び各ブロックセンター警察署（5署）の術科係長により、若手警察官に対するブロック単位の術科訓練及び柔道・剣道大会を実施して現場執行力の強化を図っている。また、各種装備資機材を活用した逮捕術と適正なけん銃使用を組み合わせた総合術科訓練を実施し、現場対応能力の向上に努めている。

	３　これまでの取組に対する評価


（１）職場教養
　　　現場執行力を強化するため、特に若手警察官を対象とした実戦的総合訓練等を引き続き実施する必要がある。また、各階級の職員に対する継続した職務倫理教養を推進し、規範意識の醸成に努める必要がある。

（２）術科教養

　　　柔道、剣道、逮捕術等は強い警察官となるための礎であり、総合術科訓練を反復継続して実施し、旺盛な士気と強靱な体力、そして術科技能に裏打ちされた強い現場執行力の保持に努める必要がある。
	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	6,184
	1,752
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,432

	要求額
	6,184
	2,154
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,030

	1月15日時点査定額
	6,184
	2.154
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,030

	決定額
	6,184
	2,154
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,030








